






要約:昨年度我々は低体重児出生予防に関しての妊産婦訪問選択基準の検討を行ってきた

が、職業の有無がここでも基準の 1構成要因としてあげられた。そこで今回我々は勤労妊

婦の継続的な観察を通して、日常生活が質的・量的な面で妊娠経過とともに、どの様に変

化していくものかを、専業主婦の妊婦と比較することにより実態を明らかにすることを目

的に研究を行っている。現在調査途中であるためここには第 1回調査の結果を報告する。 

妊娠 20W 頃の勤労妊婦では専業主婦の妊婦と比較して、生活時間では社会・文化的生活時

間が極端に少ない傾向にあり、生活意識・疲労調査・栄養調査では各ケース毎の特徴ある

結果がみられている。 


